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世界初の歯周組織再生医薬品、bFGFを有効成分とするリグロス®。発売から数年経ち、数多くの

症例報告や情報の蓄積が行われてきましたが、まだまだ解析は十分でなく特性や使いどころを

模索している最中と言えます。

どのような症例に使うのが適しているのか？　どんな使い方が有効なのか？

bFGFは既存の歯周組織再生材料EMDとは作用や現象が全く異なるため、現存する再生療法の

術式や適応症をリグロス®に合わせ最適化させる必要があるようにも感じます。

今回は、私たちの所属するJACP学術委員会にて行いましたリグロス®の後ろ向き観察研究の結果を

もとに、考察されるリグロス®の臨床的な特性の一部を提示させていただくとともに、おぼろげではある

もののわかってきた「リグロス®が得意とする使いどころ」や「リグロス®使用時の術式をどのように最適

化するか」、「臨床的な留意点」について解説させていただきたいと思います。

リグロス®の力をもっと引き出す、その参考になれば幸いです。
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How can we bring out a lot of potential of Regroth®?
~Clinical new findings of strategy and surgical procedure for regeneration therapy with Regroth®.~
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